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中国遼寧省野生 チ ョ ウセ ン ゴ ミシ果実の形成過程 と分果申の リグナ ン 含量の季節変動
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　Developmental 　processes　of 　fruitlets　and 　seeds 　of 　Schisandra　chinen ．s’s （TuRcz ．）BAIL1．．（Schi−
sandra   ae），　alld　the　seasonal 　variations 　of 　lignan　contents 　in　the　fruitlets　were 　lnvestigated
by　using 　the 　materials 　collected 　in　the　same 　place　in　Liaoning　Provincc　 of 　China　during　the
thrce 　years， 1988〜1990．　 The 　weights 　 of 　the 　 seeds 　 and 　the 　f加 itlets　 reached 　their　maxlma 　in
thc　beginning　of　August　and 　the　beginning　 of 　September ，　 respectively ．　 The　production　 of

Iignans
，
　 i．e．　 schizandrjn （1），　 gomisin　 A （II），

　 angeloylgonlisin 　 H （III），　 deoxyschizandrin （IV），

（±）
一
γ
一schizandrin （V ）and 　gomisin　N （VD 　ended 　by　the　end 　of 　July

，
　and 　a 丘er 　this　time ，　the

apparent 　Iignan　contents 　decreased　gradually　owing 　to　the　increase　of 　the　sarcocarp 　weight ．
Although 　the　Iignan　compositions 　in　the　fruitlets　considerably 　varied 　from　year 　to　ycar，

　it　may

be　due　to　a　sampling 　error　caused 　by　the　dimculty　in　the　identi負cation 　of 　individual　plant。
These　rcsults　show 　the　best　time　for　the　harvest　of 山 e　fruitlet　f（）r　thc　 prcparation　 of 　the

crude 　drug　in　Liaoning　Provillce　is　the　middle 　of　September，

　Keywords − Schisandra　chinensis ； Schisandraceae； Schisandrae　Fructus； developmental

course ；harvest　time； scasonal 　 variation ； 曼ignan；quantitative　 ana 弖ysis；HPLC ；Liaoning 　Prov −

ince

　（北）五 味子 は チ ョ ウセ ソ ゴ ミ シ Schisandra　chinensis （TuRCZ ．）BAILL．（マ ツ ブ サ 科 Schisandraceae） の 成 熟

果実 の 分果 を 乾燥 し た もの で ，日本国内に お い て は 小青竜湯 や 清暑益気湯 な ど の 漢方薬に 配合 され ， 中国 で は 不眠症 ，

滋養強壮，肝炎治療などに 用い られ て い る重要 な 生薬 の
一

つ で あ る．チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ は 中国 の 菓北 お よび 華北地方，

朝鮮半島，ア ム
ー

ル 地 方，サ ハ リ ン お よび 日本 に 分布して い る．日本 国 内で は 主 に 長野県や 北海道な どに 自生 し て い

る が そ の 産量 は 少な く，国内消費の ほ とん どは中国 また は朝鮮半島を 原産地 とす る輸入品で あ る．

　五味子 の リグナ ソ 成分 と して は，1961年に Kochetkov らに よ っ て ジベ ソ ゾ シ ク ロ オ ク タ ジ エ ン 骨格を有す る ビ フ

ェニ ル リ グ ナ ン schizandrin （1），　 deoxyschizandrin （IV ），（± ）−r−schizandrin （V ）な どが 初 め て 単離され た
1）．

そ の 後，田 口 ，池谷 らに よ っ て 精査 され
2・3），gomisin 　A （II），　 N （VI）を 始め とす る 約 30 種の リ グ ナ ソ が単離構造

決定 され て い る ほ か ， 陳 らに よ っ て も wuweizisu 　C などが単離され て い る
4，．

　我 々 は すで に 市場品五 味子 （中国 ， 朝鮮産） と 日本国内採集品の リ グ ナ ソ 含量 を 比較し ， 市場品 で は schizandrin

（1）， gomisin 　 N （VI）お よび gomisin 　A （11）が 主 成分 で あ り， 国 内採 集 品 で は schizandrin （1）と deoxy・

schizandrin （IV）が 主 成分 とな っ て い る こ と．生合成的 に は 中国 お よ び 朝鮮半 島 に 成 育 す るチ ョ ウ セ ソ ゴ ミ シ で は，

ビ フ ェ
ニ ル が R 配置 の リ グ ナ ソ の 酸化が よ り進行して お り，日本の もの で は S配置の リグ ナ ソ の 酸化 が よ り進行 して

（165）
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Chart　 1．

い る と推測 され る こ と．さ らに 日木国内に お け る野生 チ ョ ウ セ ソ ゴ ミ シ 果実中の 各 リ グ ナ ン は，種子が形成され る 8

月上旬に は既 に
一定の 組成比 で 生成 して お り，そ の 後，果実の 充実 に ともな っ て 相対的 に リグナ ン 含量が減少す る と

推定 され る こ とを報告 した2）．

　本 報 に お い て は 日本 産 チ ョ ウ セ ソ ゴ ミ シ とは 成 分 組 成 比 が 異 な り，市 場 性 も高 い 中国 産五 味子 と し て 中 国遼寧省 の

主産地 で あ る清原県の 一定 の 場所で 野生チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ 果実を 3 年間 に わ た っ て 採集し，果実の 形成過程 と，主 な

リ グナ ン 含量 の 季節変動 に つ い て 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

（以下 HPLC と省略） を用 い て 詳細 に 調査 し， 五 味

子 の 採集適期 を 明らか に した の で 報告す る，な お ， チ ョ ウセ ン ゴ ミ シ の 果実 は 伸長 した 花床 上 に 成熟 した 子房が 10〜

20個付 く集合果 で あ る た め ，以下房全体を果実 ， 成熱 し た 各 々 の 子房を分果 とす る．

実　験　 の 　部

　1． 標　　品

　市場品の 五味子 よ り単離同定 また は構造決定された 下記の 化合物を用 い た（Chart　I）．

　schizandrin （1），　 gomisin 　A （II），　 angeloylgomisin 　H （III），　 deoxyschizandrin （IV），　（± ）．γ・schizandrin

（V ）， gomisin 　N （VI ）・

　2． 試　　料

　中国遼寧省撫順市清原県枸乃甸郷の 一人 の 農民 に 委託 し，一定 の 場 所 で チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ 果実を 採集 した．1988年

は 半径約 20m 以内の 1地点 で 果実 （約30個）を房ご と採集し， 天 日で 数 日間乾燥した の ち花床 よ り取 りは ずした分

果 を試料とした ．1989年 と1990年は 約 1km 離れ た 3地 点 ， 各地点共 に 半径約 20〜30　m 以内で 果実 （約 30個）を採

集 し ， 各地 点 の 分果を 合 わ せ て
一

つ の 試料 と し た．1988年 の 採集期 間 は 7 月 20 日 か ら10月 10 日 まで の 10日 ご と， 1989

年 は 6月30日か ら10月10日まで の 5 日 また は 10日ご と， 1990年 は 6 月15日か ら10月10日ま で の 5 日ま た は 10日 ご とと

設定 した ．

　3． 分果及び 種子重量測定

　1）　分果 ： 試料 の 幗数を 数 え，総重量 を 測 定 し，分果 100粒当 りの 重量 に換算した．

　2） 種 子 ： 各試料50粒を 取 り．一
昼夜水 浸 した の ち 種子 を取 り出 して 種子個数を 数 え，2 日 間風乾 し た の ち 重量 を

測定 した ．

　4．　 HPI ・C 用 試料液 の 調製

　粉砕 し た 試料約 200mg を精秤 し，ク PP ホ ル ム ーメ タ ノ ール （2 ： 1）30　ml を 加 え， 1時 間還 流 抽出 し た の ち吸

引濾過した．残渣に 再 び 同混液を加え同様 に 操作 し， 濾液を合わ せ 減圧下濃縮 し た の ち ク P μ ホ ル ム ーメ タ ノ
ー

ル

（1 ： 1）を 加 え 正 確 に 10ml と し て HPLC 用 試料液 と し た ．

　5．　HPLC の測定条件

　装置 ：Waters 社製 ALC ／GPC244 ，ヵ ラ ム ：Waters 社製 μ Bondapak　C18（3．9mm 　x 　30　cm ），検出 ：254　nm ，

移動相 ： 1 液　ア セ ト ニ ト リ ル ーメ タ ノ ール ー水 （ll ： 11 ： 16），2 液　ア セ ト ニ トル ーメ タ ノ ール ー水 （10 ： 10 ： 10），

（166 ）
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Fig．1．　 Formation　Process　of 　Fruitlet　and 　Seed　of 　S．　chinensis
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Fjg．2．　 Developmental　Course　of 　Fruitlet　Weight　per　100　Grains　and

　　　　Seed　Weight　in　the　Fruitlets　of 　S．　ehinensis

11分後に 1液か ら 2液に 切 り換え る （stepwise 一濃度勾配溶出），流速 ： 1m1 ／min な お ， 定量値は ピ ー
ク 面積を測定

し外部標準法 よ り求 め た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 果 及 び 考 察

　1． チ ョ ウセ ン ゴ ミシ果実の 形成過程

　1988年か ら1990年まで の 3年間，中国遼寧省撫順市清原県枸乃甸郷の
一

定 の 場所 で 採集 した チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ 果実

の 性状は次の よ うで あっ た （Fig，工），1988年と1989年の チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ 果実で は採集開始 日に は分果はすで に 大き

くな り始 め て い た．1990年で は分果は 6月30日 よ り大きくな り始め，7 月 5 日で は 十分 な大 きさ に 達 して い た．ま た ，

分果が赤色 づ くの は 8月20 日ご ろ ， 果肉部に 潤い が出て 果皮が脆くな る の は 9 月10日 ごろ か ら，こ れ らは 3 年間 で 年

次的な変動 は 認 め られなか っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （167 ）
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TABLEI.  Develepmental  Course of Fruitlet and  Seed  of  Sehisandra eh

   Collected at  Qingyuan (tstn) in Liaoning  Province of  China--lnensls

Date of  collection

Weight  per 1oo fruitlets (g)

Fruitlet Seed

One seed  weight

    (mg)

 Jul.

 Jul.Aug.Aug.Aug.Sep.Sep.SeP.Oct.

Jun.Jul.Jul.Jul.Jul.Jul.Ju].Aug.Aug.Aug.Aug.Sep.Sep.Sep.Oct,Jun.Jun.Jun.Jun.Jul.Jul.Jul.Jul.Jul.Jul.Aug.Aug,Aug,Aug.Aug.Sep.Sep.Sep.Oct.

20,

 31102030102030IO

30,

 51015202530

 5IO203010203e1015,2025305IO1520253051015203010203010

1988

1989

1990

 2, 92

 3, 3e

 5. 07
 5. 76

 8. 26

 6. ee

 8. 04

 6. 77
 5, 95

 l. 57

 1, 8S

 2. 09
 3. 32

 3, 28

 3.14

 5. 07
 4, 47

 6, 71
 5. 41

 6. 44

 7, 67

 9, 79

 5, 70

 5. 40

 1. 08

 1. 47

 1. 80
 2. 43

 3. 65

 4. 89

 4. 65
 5. 00

 5. 40

 4, 98
 5. 74

 6, 8310,

 19

 Z51

 7. 88
 7, 20

 1. 19

 1. 302.
 092,
 313,

 232,

 342.
 632.
 472,

 16

O. 54O,

 62O.
 971.
 221,

 221.
 332,
 061,
 892,
 451.
 951.
 662.

 043.
 101,
 711.

 41

O. 57O.

 781,

 221,
 822.122,

 262,

 372.

 281.

 933.

 102.
 262,

 872,
 082.

 06l.
 97

'

 9.8

 10, 217.
 617,
 926.
 516,
 717,
 217r

 816,

 6

 4.7

 5, 4

 7. 0

 9. 4

 9. 7

 8. 914,
 314.
 816,
 811,8IL215.

 019,

 413,
 811,6

 4, 1
 5, 6

 7, 212,

 O15,
 415,
 716.

 716,

 314.
 018,

 916.

 121.717.616.

 917.0

(168)
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　2．　分 果 重量 ・種子重量の 季節変動

　3 年間の チ ョ ウセ ソ ゴ ミ シ分果 100 粒あた りの 重量 お よび そ の 中 に 含まれ る種子 の 重量を調 べ た と こ ろ ， い ずれ も

分果重量は 9 月中旬まで 増加 し ， そ の 後やや減少 して い た ．種子重量 は 8月上旬まで増加 し ， そ の 後 は ほ ぼ
一

定 で 9

月下旬 よ りやや 減少 して い た （TABLE 　I，　 Fig．2）．分果重量に 対す る 種子重量 の 割合は 8 月中旬ま で は約40％ とほ ぼ

一定 で あ るが ， 8 月下旬に か け て は 約30％に まで減少 し，そ の 後は ほ ぼ
一

定 で あ っ た．重量 お よび 性状か ら分果 は 9

月中旬に 成 熟す る こ とが 判明 し ，

一
方 ， 種子 の 重量 増加 は 8 月上旬で 終了 し て お り， 8 月中旬か ら下旬に か け て分果

重量中の 種子重量 の 割合が 減少す る の は そ の 時期 に 果肉部 の 重 量 が増加す る た め で あ る と推定 され た ．

　チ ョ ウセ ソ ゴ ミ シ の 種子 1個 の 重量をみ る と ， 7 月上 旬か ら 8 月上旬に か けて増加 し ， その 後 9 月中旬 にか けて ほ

ぼ一定 とな り， 9 月下旬か らは減少傾向を示 し た （TABLE 　I，　 Fig．　3），9 月下旬以降 に 分果重量 ・種子重量が減少す

る原因 として ， 分果は そ の 中に 1個 も し くは 2 個の 種子を 持 ち ，2 個 の 種 子 を 持 つ 分果 は大 型で あ り，早 く完熟した

そ の 種子を持 つ 大型の 分果 の 脱落が 9 月下旬か ら始 ま るた め と推定された ．

　3．　 リゲナ ン含量の 季節変動

　1988年か ら1990年まで の 3 年間 ，
チ ョ ウ セ ン ゴ ミシ 分果中の リ グナ ソ 含量 （％） を HPLC で 調査 し た 結果を 示す

（TABLE 　II）．各定量値 は 1 検体 3試験で 各成分共に 変動係数 は 約 3％以内で あ っ た．五味子の リ グナ ソ は 種 子 内部
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Fig，5，　Scasonal　Variation　of 　Lignan 　Contents　per　100　Fruitlets　of 　S．　chipetzsis

に偏在す る こ とか ら
5），分析対象 とした 主な リ グ ナ ン を合計 し た 3 年間 の 平均値で は，種子が充実す る 7月下旬か ら

8月上旬に か けて ピ ー
ク とな り， 約 2 ％ の リ グナ ソ 含量 を示 し，そ の 後は 徐 々 に 減少 し 9 月上 旬か らは ほ ぼ

一
定 とな

っ て い た （Fig，4）．また ， 絶対量を示す分果100粒当 りの リグ ナ ン 含量 （mg ）で は 7 月下旬か ら9 月中旬 まで は ほ ぼ

一定 の 値 を示 し，そ の 後 は完熟 し た 2 個 の 種子を 持っ 大型 の 分果 の 脱落が 原 因 と推定 され る リ グ ナ ソ 絶対量 の 減少が

認 め られ た （Fig．5）．個 々 の リ グナ ン で は gomisin　N （VI）の 様 に 大 きな変動 が 見 られ た もの が あ っ た が ，全 般的

に は 合計値と同様な傾向を 示 した （TABLE 　II）．しか し，こ の 個 々 の リグナ ン 含量 の 変動は 年 ご とに よ っ て 再現性が

見られない こ とか ら季節変動 で は な く， 試料中 の リグナ ン 含量 に ば らっ きが あ る こ
’
とか ら，サ ソ プ リ ン グ誤差 に よる

もの と推測 された．採集数量が 多 い こ とか らチ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ 種子また は 果実 ご との 成分構成比 の 変動が 主 な 原因 と

は 考え難 く，チ ョ ウ セ ソ ゴ ミ シ の 個体 ご とに 成分構成比 の 変動があ り．サ ン プ リ ソ グむ らを 生 じて し ま っ た た め と考

え られ る．チ ョ ウ セ ン ゴ ミ シ は 地中に ほ ふ く根茎 を伸 ば して 成 長 す るた め ，あ る 区域内で チ ョ ウセ ソ ゴ ミ シ の 個体を

区別する こ とが困難 で あ る．リグナ ン 組成比 の ぼ らつ きに っ い て は チ ョ ウセ ン ゴ ミ シ の 枝を限定 し ， 種子 ご との リ グ

ナ ソ 含量 を 測 定す る こ とな ど，詳細 に 検討す る必 要 が あ る と考 え られ る．

結 論

　五 味子は 大き く果肉が し っ と りと赤 い もの が 良 品 と され て い る
G〕．中国遼寧省撫順市清原県 で の 3年間の 調査 か ら，

チ ョ ウセ γ ゴ ミ シ 果実 の採集適期は ， 分果 が 大きく果肉に 潤い が 見 られ，しか も大 きな分果 の 脱落が始 ま らな い 9 月

中旬で ある こ とが判明 した （Fig．1）．

　ま た ， 五 味子 の リ グ ナ ソ は種子 の 形成 に 伴 い 7 月下旬まで に 生 成 し，そ の 後 そ の 絶対量 は
一

定 に 保た れ．果肉 の 充

実 に 伴 っ て 相対的 に 減少す る，試料中の リグ ナ ン 含量 に ぼ らっ きが 認 め られ る もの の ，主 な リ グ ナ ン を合計 した 絶対

量 で は 7 月下旬 か ら 9 月中旬 まで は ほ ぼ一定 の 値を示す こ とか ら，リ グ ナ ン 含量 か ら も 9 月中旬が こ の 地域 に お け る

チ ョ ウ セ ソ ゴ ミ シ 果実 の 採集適期 で あ る こ とが判明 した ．
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